








1 年以上 Continuous Ambulatory Peritoneal Dialysis(CAPD)を施行した 7例の慢性腎不全

児について,骨密度の変化を MD 法における骨密度の指標であるΣGS/D を用いて

Retrospective に検討した。CAPD 治療により 4例において骨密度の改善が認められたが,3

例では不変もしくは悪化していた。骨密度に対する各種因子の影響を検討した結果,骨密度

はヘモグロビン濃度,血清総蛋白及び血中アルブミンと有意な正の相関を,また血中尿素窒

素および血清リン濃度と有意な負の相関を認めた。従って,骨病変の改善には,骨代謝に直

接影響を及ぼす血清カルシウム値およびリン値のコントロールだけでなく,低蛋白血症の

改善および尿毒性物質の蓄積を防止することも重要と思われた。 


